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 ＹＭＦＧ 

アアジジアアニニュューースス  

   

 

新型コロナウイルスの水際対策緩和について 

 

１．はじめに 

 香港では 9月 26 日から新型コロナウイルスの流入防止策として入境者に課してきた指定

検疫ホテルでの強制隔離措置が廃止されました。厳しすぎる入境規制は香港の国際競争力

を低下させるとして内外から緩和を求める声が上がっていましたが、感染拡大の「第 5波」

が落ち着いてきたのを機に水際対策を大きく転換しました。 

香港政府は世界の大手金融機関首脳を招く「金融サミット」（11月 1日～2日）や 7人制

ラグビーの国際大会「香港セブンズ」（11月 4 日～6 日）といった国際イベントを海外との

関係回復を象徴するリアルイベントと位置付け、香港の社会と経済が平常に戻ったことを

世界にアピールしました。 

 香港到着から 3 日間は一部施設（飲食店他）の利用ができず、PCR 検査（到着時、2日目、

4 日目、6 日目の計 4 回）を受けなければならない等の行動制限や水際措置は残りますが、

ホテルでの隔離（3 日間）が撤廃されたことは、自由な往来再開に向けた大きな前進といえ

ます。 

今回は水際対策緩和により生じた変化や今後の影響についてご紹介いたします。 

 

２．リベンジ旅行熱高まる 

 香港入境時のホテル隔離の撤廃に加えて、10月 11 日に日本への外国人観光客の個人旅行

が解禁されたことから、香港人のリベンジ旅行熱が一気に高まりました。また、商業施設

や小売店では食と観光を絡めた PRイベント等が頻繁に開催されており、訪日旅行への機運

を高めています。 

旅行熱の高まりから、航空会社や旅行会社への問い合わせが急増しており、各航空会社

は相次ぎ日本便の増便を発表しています。香港の航空最大手キャセイパシフィック航空も

香港－日本便を 11 月に 146 便、12 月に 234 便増やすと発表しました。11～12 月の 2 ヵ月

間で追加供給する日本便の座席数は約 14 万席に上りますが、それでも需要に対して供給が

追い付かず、航空券価格が高騰しています。また、日本で実施されている全国旅行支援の

影響で宿泊施設の予約も取りにくくなっています。そのため、訪日旅行が待ちきれず 1 日 
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でも早く行きたいという人がいる一方で、しばらく様子を見て旧正月（2023 年 1月 22 日）

の休暇を利用して日本に行く計画を立てている人も増えています。 

 旅行会社に訪日香港人の旅行先について問い合わせたところ、久しぶりに日本に行くと

いうことでまずは直行便が就航している空港周辺エリア（東京、大阪、福岡等）を選ぶ人

が多いようです。 

  

PR イベントの様子（筆者撮影）        PR イベントの様子（筆者撮影）              

 

３．おまかせ（OMAKASE）料理がブームに 

新型コロナウイルスの発生以降、香港ではお寿司や天婦羅等のおまかせ料理がブームに

なっています。 

 

おまかせ料理店のスタンドボード（筆者撮影） 

 

４．海外向け販路開拓について 

 海外向け販路開拓を検討する際、国内外の見本市や展示会への出展、商談会への参加、

現地でのテストマーケティングやプロモーション等をイメージされる方が多いのではない

でしょうか。これらは今後も重要なツールですが、インバウンドをうまく活用することで

日本にいながらできることもあるのではないでしょうか。 

例えば、観光地や宿泊施設の売店等でお土産を買い求める香港人他さまざまな国・地域

カウンター席に座る 10人前後のお客様

に料理を提供するおまかせ料理店が多く、

お薦め店に関する記事が情報誌やインター

ネット、SNS 等で取り上げられています。 

旬の食材を使った自慢の料理や、どんな料

理が出てくるのか分からないという特別感

が人気の秘密のようです。 

ここ 1～2年で類似店が次々増えてきま

したが、今後は香港ではなく日本に行って

おまかせ料理を楽しみたいというニーズが

高まりそうです。 
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の外国人に自社商品の PRや食品であれば試食販売等を行うことで生の声を聞くことができ、

海外向け販路開拓のきっかけ作りや商品開発のヒントを得られる可能性があります。その

他にも加工食品を海外に輸出する場合、一般的に賞味期限の長い商品が好まれることから、

賞味期限を長くするために開発した冷凍商品のテストマーケティングの場として利用する

こともできます。まずは日本にいながらできることから始めてみるのも一案ではないかと

感じています。 

 

５．おわりに 

「好嘢！終於,可以返郷下喇！」（良かった！やっと故郷に帰れるようになった！） 

最近香港人の知り合いが言っていたこの言葉がとても印象的でした。それを聞いた時は

とても驚きましたが、実は多くの香港人が同じような思いを抱いており、訪日することを

「日本に行く」ではなく、「故郷に帰る」と言っているようです。 

 香港人にとって第二の故郷ともいえる日本になかなか帰ることができず、もどかしさを

感じていましたが、ようやく待ちに待った時がやって来ました。以前のように多くの香港

人が日本を訪れ、これまで以上に人的な交流が深まることを期待したいところです。 

 山口フィナンシャルグループでは販路開拓、調達先や製造委託先の開拓、補助金の申請

に関するアドバイス、海外出張時のアテンド等、幅広いサポートを行っています。海外へ

の事業展開にご関心のある方は、お取引店または山口フィナンシャルグループ営業戦略部

法人事業室海外事業グループまでお問い合わせください。 

（山口銀行香港駐在員事務所 山根 元博） 
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